
開催日：平成28年9月2日（金）～4日（日）

場所：熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

種目 名前 学年 記録 着順 備考

1500m 竹山　楓菜 3年 4分37秒44
2組8着

（10名中）
予選落ち

渡部　貴江 3年 34分21秒24
9

（33名中）

床呂　沙紀 4年 36分00秒36
24

（33名中）

3000m障害 冨士原　きらり 2年 11分34秒71
1組14着
（15名中）

予選落ち

本大会は、学生陸上競技アスリートにとっての最高峰の大会であり、日本学生陸上競技連合が設定する標準記録を突破した
選手と地区インカレの優勝者にのみ出場権が与えられる。一昨年度が2名、昨年度が3名であったが、本年度は4名が出場し
た。

初日の10000mでは、暑さの中で選手たちがペースキープに苦しむ中、渡部が終盤まで粘りきり、9位でゴールした。目標であっ
た8位入賞ラインには一歩届かなかったものの、各大学のエース級と伍して走れたことは、本人としてもチームとしても大きな収
穫であったといえる。他3名の選手は調子が上がりきらないままの出場となり結果としては良くなかったが、駅伝シーズンに向
けてたいへんよい刺激が入ったようであり、今後に期待したい。

今月下旬から、いよいよ2016年度の駅伝シーズンが始まる。初戦である9/24関西学生対校女子駅伝に向けて、チームの状態
をますます高めていきたい。

天皇賜盃 第85回日本学生陸上競技対校選手権

【山本コメント】
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